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研究成果の概要（和文）：早期食健康教育に向け，4・5歳児と保護者を対象とする食育プログラムを幼稚園教諭
らと協同開発し，２度のプログラム実践を踏まえ有用性・汎用性を確認し，食育支援キット（食育案・教材・参
考資料）を作成した．食育支援キット普及に向け，幼稚園教諭・保育士らを対象に食育研修を実施しＯ市内幼稚
園・保育所園420施設（70％）に配布した．
園・家庭・地域を結ぶ幼児食育に向け，養育者を対象とするメタボリックシンドローム予防を視野に入れた家族
ぐるみの食育講座を併せて実施・評価をしたところ，日々の食生活改善につながることが確認された．家族ぐる
みの幼児食育推進は，少子高齢化の進むわが国における食・健康づくりの一法となる．

研究成果の概要（英文）：We developed a nutrition education program for 4,5-year-old children and 
their parents in cooperation with kindergarten teachers with the aim of early diet and health 
education. The program was tried twice and evaluated its applicability and effectiveness. We then 
completed a nutrition education support kit including teaching plan, teaching materials, and 
reference materials. In promoting the kit, we conducted training for kindergarten teachers and 
nursery teachers and distributed it to 420 kindergartens and nurseries (70%) in O City. 
In order to connect kindergartens, nurseries, homes, and communities, we delivered and evaluated a 
family program of diet and health management for prevention of metabolic syndrome for parents. The 
program led to improvement of daily eating habits. Promoting early childhood nutrition education 
involving family can be one of the methods for diet and health promotion in Japan where the 
declining birthrate and aging of society progress.

研究分野： 栄養教育、健康教育

キーワード： 幼児食育プログラム　幼児　保護者　幼稚園教諭　保育士　食育支援キット
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
少子高齢化の進むわが国では，生活習慣

病・メタボリックシンドローム予防ならびに
改善を目的としたさまざまな健康施策が展
開されているものの，国民の健康実態の改善
に至っていない．とりわけ，糖尿病や高血圧
症など国民病と称される慢性疾患は不健康
な生活習慣に起因することが明らかになっ
ており，国民一人ひとりが健全な食生活を営
むことができるよう，健康日本21に続いて，
食育基本法が公布・施行された．健康日本 21
（第二次）の推進に関する参考資料において，
生活習慣病予防には健康的な食行動・食習慣
を幼児期から身に付け，生涯にわたる健やか
な生活習慣を継続できるようにすることが
欠かせないとされ，幼少期からの食育の重要
性が改めて確認された． 
こうしたなか，幼稚園教育要領（2008）に

は，友達や幼稚園教諭と食べる喜びや楽しさ
を味わい，食べ物への興味・関心を持ち，進
んで食べようとする子ども，保育所保育指針
（2008）には，生活と遊びのなかで意欲を持
って食に関わる体験を積み重ね，食べること
を楽しみ，食事を楽しみ合う子どもを育てる
ことが記され，幼稚園・保育所園等における
食育推進が提唱されている．幼児期の食育は，
健康的な生活の基本としての“食を営む力の
育成”に向け，その基礎を培うことを目標と
しており，保護者をはじめ，幼児教育者・保
育者，地域活動者など幼児をとりまく様々な
人たちと連携し，望ましい食習慣の形成・定
着を促しつつ，生涯における健康的な食生活
管理の基礎基本を体得する系統立てた包括
的な食育が求められる．また，幼児の保護者
世代となる 30 歳代はメタボリックシンドロ
ーム初発期と重なることより，保護者に向け，
メタボリックシンドローム予防を視野に入
れ，幼児食育と連動する取組を展開すること
が望ましいものといえる． 
なお，幼児食育によりどのような成果が得

られたかについての評価報告は他のライフ
ステージに比べ少なく，家庭への波及効果に
ついての検討もほとんどなされていないと
の指摘 1,2)がみられる． 
これらの現状を踏まえ，早期食健康教育に

向け，幼児の発育発達段階を踏まえつつ，幼
稚園や保育所園での食育を家庭・地域へとつ
なぐ系統立てた食育を実施・評価した汎用性
の高い食育プログラムを作成・普及すること
は意義あるものと考える． 
 
２．研究の目的 
幼稚園・保育所園，家庭，地域をつなぐ系

統立てた食育プログラムの開発にあたり，ま
ず幼稚園教諭・保育士を対象とし，食生活・
食育に関する調査（2010-2011）を実施し，
幼児教育者・保育者の日々の食生活管理なら
びに施設における食育の現状と課題を整理
した． 
本研究においては，先行研究を踏まえ，「幼

児食育に関わる指導者の育成」と「メタボリ
ックシンドローム予防を視野に入れた幼児
の保護者を対象とする食育」という 2つの観
点を併せ持つ，幼児の発育発達に即した系統
的・包括的な食育プログラムを開発，実施，
評価し，普及することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
研究Ⅰ：４・５歳児とその保護者を対象とす
る食育プログラムの開発・実施・評価 
幼稚園教諭らと協同し，４・５歳児とその

保護者を対象とする食育プログラム“食に親
しみ，つくって食べよう”を開発した．食育
プログラムは，幼稚園教育要領，保育所保育
指針を参考に，幼児の発育発達段階を踏まえ
た内容とした．４歳児は，食べものや食べる
ことに親しみ，幼稚園や家庭において食に関
する会話をよくすることをねらいとし，幼稚
園での食育を家庭での食育につなげ，“食に
親しむ子ども”を，５歳児は，幼稚園での食
育を通して食に関する興味・関心を高め，家
庭で家族と一緒に調理し,食べる体験をする
ことで，感謝の気持ちを持って，“楽しく食
べる子ども”を育成することをねらいとし，
日々の生活を通した食育とした．４歳児と５
歳児の食に関する学びが間断なくつながる
よう，４歳児 3学期に様々な食べ物をテーマ
とする食育を 5回，５歳児 1学期に日常食や
行事食をテーマとする食育を 5 回，計 10 回
の構成とした．幼稚園と家庭をつなぐツール
として食育だよりを用い，通信により食育を
受けた保護者を家庭における食育の担い手
とした． 
まず，食育プログラムを協同作成した幼稚

園教諭により試行（2012，対象：４歳児食育
“食べ物に親しむ”はO市内公立幼稚園３園，
私立幼稚園１園に在籍する４歳児とその保
護者各々97名，５歳児食育“つくってたべよ
う”は，４歳児食育を受けた５歳児とその保
護者および，５歳児プログラムのみ参加する
60 名）したのち，プログラム作成に携わって
いない幼稚園教諭による実施（2013，対象：
O 市内公立幼稚園 2 園，私立幼稚園 1 園に在
籍する園児とその保護者各々120 名）により，
プログラムの汎用性ならびに保護者への食
育ツール“食育だより”の有用性について質
問紙調査（各々幼稚園教諭，保護者を対象）
にて検討した． 

 
研究Ⅱ：食育プログラムの普及-幼児食育を
担う指導者への研修実施と継続支援- 
 幼稚園・保育所園における主な食育担当者
は幼稚園教諭・保育士である 3,4)が，幼稚園教
諭・保育士養成課程のカリキュラムをみると
食に関わる学習は，わずか 2単位程度という
実態にある．食育プログラムの検討に先がけ
行った幼稚園教諭・保育士を対象とする食生
活・食育に関する調査結果（2010-2011）に
よると，食育を実施しない理由として，時間
がない（24.2%），何をすれば良いかわからな



い（11.3%）が上位に挙がるとともに，20 歳
代の幼稚園教諭・保育士は食や食育に関する
知識・スキルに課題があり，自身の食生活も
健康的でないことを確認した．そこで，食育
の進め方を具体的に提示することとし，（１）
の研究を踏まえ，標準的な幼児食育支援キッ
ト（食育案ならびに教材，参考資料）を作成
した． 
次に，望ましい幼児食育実践に向け，幼稚

園教諭，保育士らを対象とし，食や食育に関
わる知識やスキルを体得する研修を実施し
た（2016 年 5-6 月に同一研修を 4 回実施）．
研修に先立ち，O 市教育委員会，O 市私立幼
稚園連合会，O 市こども青少年局に協力を依
頼し，O 市内公・私立幼稚園・保育所園・こ
ども園 644 施設に向け研修案内・募集を行っ
た．研修内容は，①幼児期における食育推進
に関する講義，②食育支援キットの紹介と説
明，③食育調理体験の構成とした．講義によ
り幼児期の食育について理解を深めた後，食
育案や教材等を手に，食育支援キットの活用
法について確認し，食育実施場面ビデオを視
聴，５歳児食育に用いる料理を実際に幼稚園
教諭，保育士らが調理することで，子どもに
伝えるポイントや言葉がけを学ぶ内容とし
た．研修参加者を対象に質問紙調査を実施し，
食育支援キットと研修内容について問うた． 
 
研究Ⅲ：メタボリックシンドローム予防を視
野に入れた幼児の母親を対象とする講座プ
ログラムの実施・評価 
子どもの望ましい食習慣形成には保護者

の食習慣が大きく関与するものの，国民健
康・栄養調査（2010）において，幼児の保護
者世代にあたる 30 歳代には朝食欠食や運動
不足など不健康な生活習慣が散見され，メタ
ボリックシンドローム発症に至ると危惧さ
れる．幼児とともに保護者，とりわけ家庭に
おいて食事づくりの中心的役割を担う母親
に対する食・健康教育を併せて行い，母親自
身が望ましい食・健康管理の知識・態度・ス
キルを身に付け，メタボリックシンドローム
予防を視野に入れ子どもを含む家族の健康
づくりにつなぐ講座プログラム（全 5回）を
作成し, 2012 年 9-11 月にかけ，O 市内 2 幼
稚園（公立 1園，私立 1園）において，園児
の母親 29 名（参加希望）を対象に実施した．
第 1回は，日々の食生活（献立構成）と家族
の健康管理（メタボリックシンドローム予
防）を学ぶ 第 2回は，バラエティ豊かな食
事づくり（食材選択・調理技法の工夫）を学
ぶ，第 3回は，親子体操などにより楽しく身
体活動量を増やす工夫を学ぶ，第 4回は，野
菜料理のレパートリーを増やす工夫を学ぶ，
第 5回は，継続して取り組むポイントを学ぶ
ことをねらいとした．実践に向けてワークシ
ートを活用し，家族と楽しみながら取り組む
ことに重点を置いた．講座前後に質問紙調査
を実施し，評価を行った． 
 

なお,研究Ⅰ～Ⅲについては，大阪市立大
学大学院生活科学研究科研究倫理委員会の
承認を得て実施した． 
 

４．研究成果 
研究Ⅰ：４・５歳児とその保護者を対象とす
る食育プログラムの開発・実施・評価 
プログラム作成に携わっていない4名の幼

稚園教諭による評価より，４歳児プログラム
は教諭にとってわかりやすく，使いやすい内
容であることが確認されたものの，５歳児プ
ログラムについては，料理のいわれや食べ物
のはたらきについて園児に伝えること，教材
の使い方が難しいなどの指摘がみられた．多
くの幼稚園教諭・保育士らが活用できる汎用
性の高い食育プログラムに向け，食育案には
園児への伝え方や教材の使い方，参考資料に
は食育実施に必要な食や栄養に関する知識
の詳細な記載など，配慮が必要であると確認
した． 
他方，４・５歳児食育プログラムを通して

保護者が食育だよりを全て読んだ家庭（解析
対象者 65 名）において，４歳児プログラム
では家庭での食育内容の復習，５歳児プログ
ラムでは子どもによる食育内容の伝達，料
理・工作の催促と実践がよくなされたことよ
り，食育だよりを用いた保護者への食育は，
幼稚園と家庭をつなぐ食育推進の一助とな
ることが示唆された． 
 
研究Ⅱ：食育プログラムの普及-幼児食育を
担う指導者への研修実施と継続支援- 
研修には，304 施設 306 名の幼稚園教諭・

保育士らの参加があった（解析対象者302名）．
質問紙の自由記述には「プログラムを活用し
食育を実施したい」，「すぐに役立つ食育案・
教材が有難い」といった食育実施に向けての
動機づけとなった様子や，「子どもへの食育
の進め方がわかった」，「調理を体験したこと
により食育のポイントがわかった」など食育
に関する理解を深め，意欲が高まった様子を
確認し，幼稚園教諭・保育士らにとって有用
な食育支援キット・研修であることを確認し
た． 
総じて，O 市教育委員会，O 市私立幼稚園

連合会，O 市こども青少年局，O 市私立保育
園連盟の協力のもと，O 市内 420 施設（約 7
割）に，開発・試行・評価した食育プログラ
ムを配布し，その活用に向けネット通信など
の支援を継続している． 
 

研究Ⅲ：メタボリックシンドローム予防を視
野に入れた幼児の母親を対象とする講座プ
ログラムの実施・評価 
 解析対象者は 26 名であった．講座参加前
の母親は，自身や家族の食・健康管理のため
の料理スキルを「持っている」と答えた者は
少数であったが，講座後，メタボリックシン
ドロームについて理解（42.3%→88.5％）し，
自身や家族の食・健康管理に必要な料理スキ



ルを持っていると思う母親（19.2%→46.2％）
が増え，“野菜料理を食べる”，“食材選択・
調理技法を工夫した献立にする”など日々の
食生活改善につながりつつあることが確認
された．講座は母親を対象とするものであっ
たが，講座での学習を家庭の食卓につなぎ家
族とともに楽しみながら実践できるよう工
夫したところ，父親も関心を示した． 
家庭における食事づくりの役割を担う母

親への働きかけを通して，幼児保護者世代の
食生活管理改善という早期健康栄養教育の
一端を担う取組となり得ることが示唆され
た． 
 
研究Ⅰ～Ⅲより，幼児を取り巻く様々な人

たちが連携し，日々の食卓を介した包括的な
食育を推進していくことは，少子高齢化の進
むわが国における食・健康づくりに寄与でき
るものと考える． 
今後の展望を 2点挙げる．第一に，幼稚園・

保育所園等における食育推進に向けて，幼稚
園教諭・保育士養成段階において，食生活・
食育に関わる教育を充実することが欠かせ
ないものといえる．まずは，幼稚園教諭・保
育士を目指す学生が自身の食生活を振り返
り，改善し，食生活管理に関する正しい知
識・スキルを高め，望ましい食育支援ができ
るよう幼稚園教諭・保育士養成課程教員らと
授業構成および授業法等につき検討・提案し
ていく．第二に，文部科学省初等中等教育局
は，学校を核として家庭を巻き込んだ取組を
推進することで，家庭における食への理解を
深める「つながる食育推進事業」を 2017 年
度より実施することとしており，今後に向け
て，幼稚園・保育所園等を拠点とした食育を
介して，子どもたちが生涯にわたる望ましい
生活習慣の基礎を培い，家庭において家族が
健康的な食生活を営むことからメタボリッ
クシンドローム予防教育へと発展させると
ともに，地域における食育活動と協同する取
組へと拡げ，食事調査等客観的な指標を用い
評価するなど，幼稚園・保育所園等と協力し
ながら食健康教育をさらに推進していく． 
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